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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期連結
累計期間

第66期
第１四半期連結

累計期間
第65期

会計期間
自2017年12月１日
至2018年２月28日

自2018年12月１日
至2019年２月28日

自2017年12月１日
至2018年11月30日

売上高 （千円） 7,198,227 8,056,287 27,669,588

経常利益 （千円） 261,465 432,015 1,110,879

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 187,654 331,497 790,551

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 182,375 283,653 414,991

純資産額 （千円） 6,384,536 6,746,647 6,571,476

総資産額 （千円） 31,300,481 32,887,788 32,635,829

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 32.87 58.06 138.46

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 20.4 20.5 20.1

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善や個人消費の持ち直しの動きがみられたもの

の、米中貿易摩擦や流動的なユーロ圏経済の影響等から、国際経済の不確実性や金融市場の変動が引き続き懸念さ

れるなど、先行きは依然として不透明な状況で推移しております。

このような状況のなかで、当社グループは提案型の営業を積極的に展開するとともに、より効率的な製造体制を

目指して、技術開発及び合理化活動を強力に推進しました。

売上につきましては、とくに自動車部品事業において、国内で部品売上と金型売上の増加、海外で部品売上が増

加した結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は、80億5,628万円（前年同四半期比11.9％増）となりました。

利益面につきましては、上記でご説明したとおり売上高が増収となったことなどにより、営業利益は３億8,520

万円（前年同四半期比41.6％増）となり、為替評価が前年同四半期に対して、9,000万円収益が増加したことなど

から、経常利益は４億3,201万円（前年同四半期比65.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益３億3,149万円

（前年同四半期比76.7％増）となりました。

 

セグメント別の概況は次のとおりであります。

〔自動車部品事業〕

国内では、昨年末の新車種の立ち上がりにより、部品売上、金型売上が共に増加しました。一方、海外では、新

車種の立ち上がりがなかったため金型売上が減少したものの、既存車種の増産により部品売上が増加しました。こ

の結果、当事業の売上高は58億2,403万円（前年同四半期比16.3％増）、営業利益は２億5,456万円（前年同四半期

比102.3％増）となりました。

〔配電盤事業〕

セグメント間の内部売上が減少した結果、当事業の売上高は７億6,290万円（前年同四半期比0.7％減）、営業利

益は、3,178万円（前年同四半期比22.7％減）となりました。

〔ロボットシステム事業〕

国内及び海外工場向けの自動化システムの受注が増加した結果、当事業の売上高は13億4,025万円（前年同四半

期比4.1％増）、営業利益は、１億3,571万円（前年同四半期比7.1％増）となりました。

〔モータースポーツ事業〕

イベント開催時期の変更などにより、当事業の売上高は１億4,591万円（前年同四半期比24.4％減）、営業損失

は6,135万円（前年同四半期は1,443万円の損失）となりました。

〔賃貸及び太陽光事業〕

昨年２月より高浜工場で太陽光発電の売電を開始したことと、外部顧客への賃貸売上が増加した結果、当事業の

売上高は１億1,971万円（前年同四半期比22.3％増）、営業利益は2,395万円（前年同四半期の営業損失は773万

円）となりました。
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財政状態は、次のとおりであります。

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の流動資産は、104億9,517万円で前連結会計年度末に比べ３億8,120万円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が１億3,928万円、仕掛品が１億3,274万円減少したものの、受取手形及び売掛

金が５億6,868万円増加したことによるものであります。固定資産は223億9,261万円となり、前連結会計年度末に

比べ１億2,924万円減少いたしました。これは主に投資その他の資産が8,120万円、有形固定資産が3,348万円、無

形固定資産が1,456万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は、328億8,778万円で前連結会計年度末に比べ２億5,195万円の増加となりました。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の流動資負債は、149億8,737万円で前連結会計年度末に比べ２億5,177万円増加い

たしました。これは主に流動負債その他が８億9,294万円減少したものの、支払手形及び買掛金が４億47万円、短

期借入金が７億3,557万円増加したことによるものであります。固定負債は、111億5,377万円となり前連結会計年

度末に比べ１億7,499万円減少いたしました。これは主に長期借入金が１億3,470万円減少したことによるものであ

ります。

この結果、負債合計は、261億4,114万円となり、前連結会計年度末に比べ7,678万円の増加となりました。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、67億4,664万円となり前連結会計年度末に比べ１億7,517万円増加

いたしました。その他有価証券評価差額金が１億670万円減少したものの、利益剰余金が２億2,301万円増加したこ

とによるものであります。

以上の結果、自己資本比率は、20.5％（前連結会計年度は20.1％）となりました。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行って

おります。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費は1,307万円であります。なお、当第１四半期連

結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等は行われておりません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）

（2019年２月28日）

提出日現在発行数（株）
（2019年４月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,715,420 5,715,420
名古屋証券取引所（市場

第二部）
単元株式数100株

計 5,715,420 5,715,420 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 2018年12月１日～

2019年２月28日
   － 5,715,420    － 903,842    － 901,555

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年11月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2019年２月28日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

 無議決権株式 － － －

 議決権制限株式（自己株式等） － － －

 議決権制限株式（その他） － － －

 完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    5,800 － －

 完全議決権株式（その他） 普通株式 5,708,800 57,038 －

 単元未満株式 普通株式      820 － －

 発行済株式総数 5,715,420 － －

 総株主の議決権 － 57,038 －

（注）　証券保管振替機構名義の株式5,000株は、完全議決権株式（その他）欄の株式数に含まれております

が、同機構名義に係る議決権50個は、同欄の議決権の数には含まれておりません。

 

②【自己株式等】

2019年２月28日現在
 

所有者の氏名又

は名称
所有者の住所

自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

アスカ㈱

愛知県刈谷市一

里山町東吹戸11

番地

5,800 － 5,800 0.10

計 － 5,800 － 5,800 0.10

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019

年２月28日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年12月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人コスモスによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,761,115 1,621,831

受取手形及び売掛金 4,779,560 5,348,241

商品及び製品 146,047 185,547

仕掛品 2,035,658 1,902,916

原材料及び貯蔵品 360,775 384,755

その他 1,030,810 1,051,882

流動資産合計 10,113,967 10,495,175

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,365,931 8,316,330

機械装置及び運搬具（純額） 4,635,232 4,875,439

土地 5,643,312 5,740,679

その他（純額） 1,261,651 940,196

有形固定資産合計 19,906,127 19,872,646

無形固定資産   

のれん 155,875 143,885

その他 37,536 34,963

無形固定資産合計 193,412 178,848

投資その他の資産   

投資有価証券 1,486,736 1,333,583

その他 935,585 1,007,534

投資その他の資産合計 2,422,321 2,341,117

固定資産合計 22,521,861 22,392,612

資産合計 32,635,829 32,887,788

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,867,218 3,267,698

電子記録債務 1,812,931 1,871,182

短期借入金 4,340,000 5,075,574

1年内返済予定の長期借入金 2,701,588 2,777,633

リース債務 182,041 184,442

未払金 503,683 362,671

未払法人税等 276,726 153,883

賞与引当金 39,076 174,897

その他 2,012,326 1,119,386

流動負債合計 14,735,593 14,987,370

固定負債   

長期借入金 8,889,836 8,755,136

リース債務 1,195,498 1,137,125

役員退職慰労引当金 353,665 358,665

損害補償損失引当金 35,000 35,000

退職給付に係る負債 774,774 786,857

その他 79,984 80,984

固定負債合計 11,328,760 11,153,770

負債合計 26,064,353 26,141,140
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年２月28日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 903,842 903,842

資本剰余金 900,780 900,780

利益剰余金 4,145,871 4,368,886

自己株式 △3,569 △3,569

株主資本合計 5,946,924 6,169,939

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 547,010 440,307

為替換算調整勘定 78,090 133,863

退職給付に係る調整累計額 △3,631 △1,010

その他の包括利益累計額合計 621,469 573,160

非支配株主持分 3,082 3,548

純資産合計 6,571,476 6,746,647

負債純資産合計 32,635,829 32,887,788
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2017年12月１日
　至　2018年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年12月１日
　至　2019年２月28日)

売上高 7,198,227 8,056,287

売上原価 6,458,925 7,169,600

売上総利益 739,301 886,687

販売費及び一般管理費 467,217 501,477

営業利益 272,084 385,209

営業外収益   

受取利息 1,318 758

受取配当金 14,608 14,447

為替差益 － 60,866

還付消費税等 16,043 －

その他 14,206 51,248

営業外収益合計 46,177 127,320

営業外費用   

支払利息 21,273 22,100

為替差損 30,011 －

固定資産除売却損 4,918 23,592

その他 592 34,822

営業外費用合計 56,796 80,515

経常利益 261,465 432,015

税金等調整前四半期純利益 261,465 432,015

法人税、住民税及び事業税 109,241 127,392

法人税等調整額 △35,341 △27,204

法人税等合計 73,900 100,187

四半期純利益 187,565 331,828

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主

に帰属する四半期純損失（△）
△89 330

親会社株主に帰属する四半期純利益 187,654 331,497
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間

(自　2017年12月１日
　至　2018年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年12月１日
　至　2019年２月28日)

四半期純利益 187,565 331,828

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △16,850 △106,702

為替換算調整勘定 11,483 55,907

退職給付に係る調整額 177 2,620

その他の包括利益合計 △5,189 △48,174

四半期包括利益 182,375 283,653

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 182,464 283,188

非支配株主に係る四半期包括利益 △88 465
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　2018年２月16日）等を当第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負

債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 2017年12月１日
至 2018年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自 2018年12月１日
至 2019年２月28日）

減価償却費 307,199千円 368,213千円

のれんの償却額 11,990 11,990

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年12月１日　至　2018年２月28日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年２月27日

定時株主総会
普通株式 68,515 12 2017年11月30日 2018年２月28日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年２月28日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年２月27日

定時株主総会
普通株式 108,482 19 2018年11月30日 2019年２月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年12月１日　至　2018年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 
自動車部品

事業
配電盤事業

ロボットシ

ステム事業

モータース

ポーツ事業

賃貸及び太

陽光事業
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）

売上高         

外部顧客への売上高 5,007,589 698,961 1,287,228 193,116 11,331 7,198,227 － 7,198,227

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 69,568 407 － 86,570 156,546 △156,546 －

計 5,007,589 768,529 1,287,635 193,116 97,902 7,354,773 △156,546 7,198,227

セグメント利益

又は損失（△）
125,833 41,113 126,765 △14,438 △7,730 271,544 540 272,084

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額540千円は、セグメント間取引消去であります。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

ロボットシステム事業において、株式会社ジャスティスを連結の範囲に含めたことにより、のれんが発

生しております。当該事象によるのれんの増加額は、当第１四半期連結累計期間において、191,846千円

であります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年２月28日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 
自動車部品

事業
配電盤事業

ロボットシ

ステム事業

モータース

ポーツ事業

賃貸及び太

陽光事業
合計 調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）

売上高         

外部顧客への売上高 5,824,033 747,344 1,315,029 145,915 23,966 8,056,287 － 8,056,287

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ 15,563 25,229 － 95,747 136,539 △136,539 －

計 5,824,033 762,907 1,340,258 145,915 119,713 8,192,827 △136,539 8,056,287

セグメント利益

又は損失（△）
254,567 31,782 135,715 △61,354 23,957 384,669 540 385,209

（注）１．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額540千円は、セグメント間取引消去であります。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年12月１日

至　2018年２月28日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年12月１日
至　2019年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 32円87銭 58円6銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 187,654 331,497

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
187,654 331,497

普通株式の期中平均株式数（株） 5,709,606 5,709,606

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  2019年４月９日

アスカ株式会社   

取締役会　御中   

 

 監査法人コスモス  

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 富田　昌樹　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 相羽　美香子　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアスカ株式会社

の2018年12月１日から2019年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2018年12月１日から2019年２月28

日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年12月１日から2019年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アスカ株式会社及び連結子会社の2019年２月28日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社

（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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